
造
血
器
腫
瘍
性
疾
患
の

化
学
療
法
で
豊
富
な
治
療
実
績

分
子
標
的
薬
の
治
療
に
も
注
力

　

血
液
内
科
で
の
診
療
の
中
心

は
造
血
器
腫
瘍
性
疾
患
で
あ
り
、

急
性
白
血
病
、
慢
性
骨
髄
性
白
血

病
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨

髄
腫
、
慢
性
骨
髄
増
殖
性
疾
患
、

骨
髄
異
形
成
症
候
群
な
ど
が
そ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
貧
血
症
や
出
血
性
疾
患
も
重

要
な
対
象
疾
患
で
す
。

　

急
性
白
血
病
、
悪
性
リ
ン
パ
腫

な
ど
の
造
血
器
悪
性
腫
瘍
に
対

す
る
化
学
療
法
で
は
、
治
療
症
例

数
は
極
め
て
多
く
、
良
好
な
治
療

成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
、
骨
髄
移

植
、
臍
帯
血
移
植
な
ど
造
血
幹
細

胞
移
植
も
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
都
内
で
も
有
数
の
移
植
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
症
再
生
不
良
性
貧
血
に
対

し
て
は
強
力
な
免
疫
抑
制
療
法

や
造
血
幹
細
胞
移
植
を
実
施
し

て
お
り
、
良
好
な
実
績
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

外
来
患
者
数
は
年
間
約

１
万
１
０
０
０
人
、
入
院
患
者
数

は
常
に
40
～
55
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総

病
院
も
造
血
幹
細
胞
移
植
を
開

始
し
て
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

化
学
療
法
は
極
力
外
来
治
療

を
多
く
取
り
入
れ
、
患
者
の
入
院

負
担
の
軽
減
と
入
院
期
間
の
短

縮
に
努
め
て
い
ま
す
。
慢
性
骨
髄

性
白
血
病
の
患
者
で
は
チ
ロ
シ

ン
キ
ナ
ー
ゼ
抑
制
薬
で
あ
る
分

子
標
的
薬
に
よ
る
治
療
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
完
全

寛
解
を
得
て
、
完
全
寛
解
を
２
年

以
上
継
続
し
て
い
る
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
患
者
さ
ん

は
現
在
、
臨
床
研
究
の
も
と
治
療

中
止
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め

る
診
療
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
の
意
志
を

尊
重
し
た
医
療
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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遺伝子変異解析を院内で実施し

分子標的薬によるオーダーメイド医療を提供

今月の院長のイチオシ！　『血液内科』

汲田 伸一郎 院長

患者さんに信頼される医師をめざし、日々研鑽を積む血液内科の
スタッフ一同

【日本医科大学における年時別移植件数の推移】

患者さんの了解のもとに、治療方針を決定
インフォームドコンセントを重視して診療しています。

POINT

1
日本血液学会専門医の資格を持つスタッフの下、複数の医師や血液疾患の治
療に豊富な経験を持つ看護師、その他のコ・メディカル・スタッフとともに
チーム医療を行っています。

POINT

2
遺伝子変異解析により原因遺伝子を素早く解析・追求して分子標的薬による
治療を実施するなど、世界の流れに先んじて最先端医療を心がけています。

POINT

3 末梢血幹細胞移植、骨髄移植など造血幹細胞移植を積極的に行っています。


